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ユビキタス社会に向けたモバイル通信機構 
 
多種多様なアクセスネットワークが相互に重なり合い配置される今後のユビキ

タス環境において高品質な移動通信を実現するためには、移動ホストは複数の

通信メディアを持ち状況に応じて適切なメディアを選択する必要がある。そこ

で、我々は通信メディアの状態を管理し、状況に応じて動的に通信メディアを

使い分けるアソシエーション層を提案した。また、アソシエーション層の設計・

実装を行い、評価システムを用いた実証実験によりその実用性を検証した。 
 
 
研究成果 
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